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炎症性腸疾患（Inflammatory bowel disease: 以下 IBD）は，慢性あるいは寛解・再燃性の
腸管の炎症性疾患の総称である．代表的な IBD は潰瘍性大腸炎（Ulcerative colitis: 以下
UC）とクローン病である．UC の炎症では大腸粘膜を直腸側から連続性かつ，びまん性に，
びらんや潰瘍が形成される．UC の慢性炎症性粘膜は，大腸癌の発生母地となると考えられ
ており，UC 関連大腸癌は colitic cancer と呼称される．異形成（dysplasia）や癌を早期発




neoplasm: 以下 NEN）の分類のうち，小病変については微小カルチノイド（microcarcinoid: 
以下 MC）の名称が使われ（Maruyama et al, 1988），UC を背景とした大腸の NEN の小
病変については MC の名称で症例報告がなされてきた（Miller and Sumner, 1982）．UC の
大腸全摘標本をレビューしたところ，MC が数例確認された．本研究では，UC を背景とし










背景粘膜の陰窩 1個ごとの神経内分泌細胞(neuroendocrine cell以下 NE cell)数を MC群と
非 MC 群で比較するため，HE 染色で陰窩 20 個における NE cell 数を計測した．2 群間の
統計的有意差を調べるために，Fisher 検定と Mann-Whitney 検定を行った．p 値は 0.05
とし統計処理には SPSS を使った．一方，横浜市立大学医学部附属病院で 2019 年 9 月から








部位はいずれも直腸で，大きさは 0.1-5.5mm だった．MC 群の大腸粘膜は脆い顆粒状また
は萎縮性であり，MC の位置は肉眼的に同定できなかった．MC は 14 症例見つかり，MC
群 14 例，非 MC 群 121 であった．多発病変があったのは 8 例 57%で最も多い症例では 13
病変まであった．平均罹患年数は非 MC 群で 8.1 年(0.1-31 年)，MC 群で 11.9 年(range 2-31
年)であった(Mann-Whitney U 検定 p=0.045)．colitic cancer を合併していた症例は MC 群
で7例(50%)であった．陰窩ごとのNE cell数の平均をMC群と非MC群で比較したところ，
MC 群で 0.18±0.23，非 MC 群で 0.18±0.22(Mann-Whitney 検定 p=0.769)と差は認めな




今回の検討では，MC は，非 UC 患者に比較して，UC 患者により高頻度に起こることが示
された．文献的には NEN の発生頻度は UC，非 UC で差はないと報告されている（Derikx 
et al, 2016）．このことを考慮すると，MC に NEN の前駆病変とは考え難く，MC が偶発
的に内視鏡検査で見つかった場合でも切除せずに経過観察を行うべきであると考えられた．
MC を伴う UC 患者では，colitic cancer を合併する頻度が有意に高く，特に積極的な内視
鏡検査フォローアップが必要と考えられた．また，MC の組織発生について，多数の MC を





Derikx, L. A. A. P. , Vierdag, W. A. M. , Kievit, W. , Bosch, S. , Hoentjen, F. , Nagtegaal, I. 
D. (2016), Is the prevalence of colonic neuroendocrine tumors increased in patients with 
inflammatory bowel disease?, Int. J. Cancer. 139, 535-542. 
 
Maruyama, M. , Fukayama, M. , Koike, M. (1988), A Case of Multiple Carcinoid Tumors 
of the Rectum With Extraglandular Endocrine Cell Proliferation, Cancer, 61, 131-136. 
 
Miller, R. R. , Sumner, H. W. (1982), Argyrophilic cell hyperplasia and an atypical 





Microcarcinoid arising in patients with long-standing ulcerative colitis: histological 
analysis 
Kanada S, Sugita A, Mikami T, Ohashi K, Hayashi H. 






    病理と臨床 第 34 巻 10 号 1042 頁～1049 頁 2016 年 
